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   Statistical analysis was made on 689 patients with urolithiasis seen in our out-patient 

clinic during the period of 6 years from 1959 to 1964. 

   1) The prevalence of urolithiasis among the total of 6,511 out-patients was recorded as 

 10.6  %. 

   2) The age distribution of the patients ranged between 4 and 84 years old, with the 

most frequent age group being in the third decade which accounted as  28.3% of the total. 

The most frequent prevalence of each urolithiasis by age group was in the fourth decade 

for kidney stone, in the third decade for ureter stone and in the seventh decade for urinary 

bladder stone and prostatic stone. Sex ratio was 2.9 to 1 with male predominance. 

   3) The percent distribution on the localization of stone was found as 27.1  % in the 

kidney, 60.1  % in the ureter, 7.6 % in the urinary bladder, 4.2 % in the prostatic gland, and 

1.0  % in the urethra. The ratio of upper and lower urinary tract for localization of stone 

was 6.9 to 1. 

   4) For the upper urinary tract stones, the affected side was on the right side in  47.3% 

and on the left side in  49.4%. 

   5) As treatment, nephrectomy has been decreasing with alternative increase of con-

servative operating procedures for nephrolithiasis. For ureterolithiasis more cases have been 

treated with conservative therapy with spontaneous discharge of stone than operative the-

rapy. For bladder stone transurethral procedures have more frequently performed.
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回は昭和34～39年 の6年 間 の統 計的観察を行なa(昭 和)

っ た結果 について報告 す る.第1図 外来尿路結石患者数と年次変動

(昭和25～39年)

臨 床 成 績

山田(岡 大)9.27%(昭 和30～37年),江 本(徳 大)

1.頻 度 の8,0%(昭24年 ～37年)よ りも高率であるが,当 教

昭和34～39年 の6年間の総尿路結石患者数は689例 で 室の道中等が報告した広島県下の尿石症(昭34～36年)

同期間の泌尿器外来患者総数は6,511例 で頻度は10.612.15%に はおよぼなかった.

%で あった.年 次別では,第1表 に 示す如く38年 の 上部尿石と下部尿石の 割合は 昭和30年 以前では京

145例 が最高であるが,百 分率では34年 の14.4%で あ 大,北 大等でも2～31以 下であ り,教 室の高橋等

り,最 低は36年 の92例(8.6%)で ある.こ れは昭和 も27～31年 の報告で1.7～3.4:1で あったが,34年

30年 に稲田が報告した全国統計(20年 間)の3.84%よ6.5=1,35年8.4・1,36年5.6=1,37年4.8:1,

り遙かに高率であ り,特 に多いとされている瀬戸内海38年 は最高で10.2:1,39年7.8:1と 上部尿石の割

沿岸地方でも上月(神 戸医大)の8.3%(昭26～35年),合 が高 くなっている.こ れは 下部尿石症 の減少 でな

第1表 部位別結石症と年次分布(外 来患者)

年 次(昭)34年135年36年137年138年139年 計[百 分 率

上部 尿 繍 石1981921・81114【132ill・i62・1(87・1%)ミ
腎 臓 結 石128402330373619427・1%

(両 腎 結 石)(2)(4)(3)(5)(7)(21)

(珊 瑚 状 結 石)(4)(3)(6)(4)(4)(5)(26)

尿 管 結 石70525584957443060.1%

(両 側 尿 管 結 石)(1)(1)(2)(D(5)

下部 尿 臨 石ll51114i2413114911(12・ ・%)

膀 胱 結 石112781377547.6%

前 立 腺 結 石135966304.2%

尿 道 結 石21120171.0%

言十11310392138145124715

(患 者 数)(109)(100)(90)(133)(140)(117)(689)

磐稽 者牒14・ ・%1・ ・2%…%11・ ・%11・ ・%…%1…%1,
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年令と結石の細ljで は謄 結石では20才台に量も ・・1・fへ
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も30～40才台曙 結石が多いとしている・灘 簗 で ノ ＼＼
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表)・-9〃-20-30.40-50～ ω、70-80一

性別 では 男512例,女177例 で2.9:1で あ り,60才(匂 令)

以 上 では 男 性 が 更 に 高 率 で あ っ た.性 比 につ い て は 古 第2図 尿石 症 の性 別 と年 令 分布

第2表 部 位 別 結 石 症 と年 令 分 布

球 」 ・-91・ 一 ・・-1・ ・～ ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・-1計

腎 臓 結 石110415249221801194

尿 管 結 石11715311867412572430

膀 胱 結 石34812138654

前 立 腺 結 石35137230

尿 道 結 石13127

計 【32・2・ ・117・1288・1692311715

百 分 率0.4%3.8%28.O%24.3%17.9%IL2%9.7%3.2%1.5%

くは昭和17年 高橋は7.5:1,30年 稲 田の5.6:1と 高%),尿 道結石7例(1.0%)で あ った.尿 管結石は

率であつたが最近では山田の3.6:1,斉 藤 の3.9=1腎 結石の約2倍 であつたが,山 田は39.7%と38.8%と

であり,昭27～31年 の教室の3.5:1よ りも更に男女 殆んど差を認めていないが多数の報告では尿管結石が

比の接近が認められた.遙 かに優位を占めている.こ れら上部尿路結石に対し

3.結 石の部位 下部尿路結石は12.8%で あったが,大 堀等(1963)は

尿石患者689例 中2部 位(臓 器)に 結石の存在した 腎結石20,4%に 対 し膀胱結石22.4%と 高率で,こ れは

例は腎と尿管17例,尿 管と膀胱2例,膀 胱と前立腺 東北地方の生活水準に問題点を求めている.

2例,尿 道と前立腺2例,3臓 器 のものでは腎,尿4.上 部尿石の患側

管,膀 胱の2例 の26例 で結石存在 部位 では715例 で 第3表 に示すごとく腎結石では右側に多く,尿 管結

(両側の腎,結 管尿石は2分 せずに1例 とした.)そ 石では左側に多いが,上 部尿石症としては大差を認め

の内容は腎結石194例(27.1%),尿 管結石430例(60な か つた.両 側は腎では比較的多いが尿管は極めて少

.1%),膀 胱結石54例(7.6%),前 立腺結石30例(4・2な く5例(3.3%)で あ つた.
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第3表 上部尿路結石の患側 られた.膀 胱結石,前 立腺結石では当然,膀 胱症状を

審 齢 叢1薯募率ltWteg.m,llg::謄霞錨 欝 轟 臨 轄 であ
6.合 併症

右 側9850・5%19445・1%29547・3%上 部尿石症の合併症では通過障害による腎水腫と更

左 側7538,7%23153.7%30849.4%に 二次感染による膿腎症が50%以 上 を占めてお り,次

両 側2110.8%51.2%213.3%い で膀胱炎であつた・特異なものとしては腎腫瘍,馬

蹄鉄腎の各2例 であった.腎 結石総数に対しては29.9

計194430624%に 合併症を認め,尿 管結石総数に対しては2L2%で

あ った(第5表),下 部尿石症については膀胱 結石は

過去の報告では上部尿石症は左側に軽度に多いか,第5表 上部尿路結石と泌尿器科的合併症

驚 潔1搬 癬 欝 繍13嚢 腎離 司 合併剰 尿難 石
和 田等 は42.71%(右),49.03%(左)と し て い る 。12例20・7%腎 水 腫42例46・2%

2136.0%膿 腫 腎1112.1%
5.主 要 症 状

.一 一 腎 下 垂33.3%第4表 の如 く腎 結 石 で は側 腹 部
・ 腰 部 の 鈍 痛が 最 も1腎 結 核33

.3%

多 く101例 で,次 い で 血尿 で あ った が,こ れ に比 し尿2腎 腫 瘍__

46.9%腎 嚢 胞 一 一

第4表 部位 別 結 石 症 と主 要 症 状2馬 蹄 鉄 腎_一

腎結石羅 砦騨 騎 計1轟 発轟認}

癌 痛91021112一 一 尿 管 腫 瘍2

側 腹 部 ・腰1011743328-一 尿 管 瘤2

雫 灘 痛937645661…%膀 胱 炎1314・3%

腫 瘤 感347-一 膀 胱 腫 瘍2

悪 心 嘔 吐38111神 経 因 膀 胱2

排 尿 痛41215644146・q%前 立 腺 肥 大99・0%

血 尿3255102991カ ル ソ ケ ル1

頻 尿81588391尿 道 狭 窄 一

排 尿 困 難491・7333(58)1・ ・.9%(91)21.・%

尿 閉246

無 尿4483・3%に 合併症を有し,膀 胱炎,前 立腺肥大が多く,

尿 潤 濁433111尿 道結石は 全例に 膀胱炎を認めた.前 立腺結石では

砂状石排出111356・6%に 合併症があ り,前 立腺肥大,膀 胱炎,尿 道狭

発 熱314窄 が主としてみられた(第6表).

そ の 他19827 第6表 下部尿路結石と泌尿器科的合併症

,il9・173Ssgi3371
一塾 結 石 合 併 症i前 立 腺 結 石

管は病痛の割合が高 く102例 で,下 部尿管結石による20例44.4%膀 胱 炎5例29.4%

もの と考えられる下腹部痛が37例 もあり,膀 胱壁内結36・6%膀 胱 腫 瘍 一 一

石ではすでに膀胱症状である排尿痛,頻 尿を示してい1神 経 因 膀 胱 止

た.上 部尿石症の三大症状は痙痛,血 尿,結 石排出で1733・3%前 立 腺 肥 大635・3%

あつたが,結 石の排出を主訴 として来院した症例は極2前 立 腺 癌 一 一

めて少なく・例であ・た・・禰 舳 尿等の症状i 一 難 舞117=%
が結石排出に先行し・過去に比し早期来院・早期診断1副 睾 丸 炎2

の症例が多いためと考えられる,諸 家の報告でも腎結

石繭 痛,血 尿,尿 管結石}ま礁,血 尿力・離 鷹 め(45)83・3%(17)56・6%
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7.治 療 才台 に最 も多 い.性 別では男女比は2 .9:1で

第7表 は尿路結石の治療であるが・腎結石194例 中 あった.

入院したもの88例 で 手術を行つたもの67例 であつた・3)結 石部位は腎結石27
.1%,尿 管 結石60.1

第7表 尿路結石の治療%,膀 胱 結石7.6%,前 立腺 結石4.2%,尿 道 結

腎 尿管隙 前立腺瞬 石11惣錨 試蒸凝錨 儲 墓旗
ll

讐潔切礫ll49・ ・%で殆ん・差を認めな・… 腎結石は右側

腎 別 出 術29に 多 く・尿管結石 は左側 に多 い・

尿 管切 石 術385)主 訴 は上部尿石症 では側腹部,腰 痛 が最

(上 部)17も 多 く,腎 結石 は 次いで 血尿,尿 管結石 は癌

(下 部)21痛
,血 尿 であった.膀 胱結石,尿 道結石 は排尿

難 雛 鶉134、 痛・前立腺結石は頻尿が最 も多 くあ・た・

経尿道的手技6)合 併症 は上部尿石症 では通過 障害 であ る

砕 石 術16腎 水腫,二 次感染 に よる膿 腎又 は腎孟 炎が最 も

結石捕獲術65多 く,下 部尿石症 では膀胱 炎,前 立腺肥大症が

尿管口切開5多 くみ られた .

保 存 的 療 法7)治 療 は腎結 石について腎別除術が最 も多

自然 排 石895
い が最近 は減 少 し,保 存的手術が増加 しつつあ

自然排出例は8例 であつた.尿 管結石430例 中入院し る.尿 管結石 は手 術例に比 し保存的療法に よる

たもの112例 で尿管切石術を行ったもの38例,経 尿道 自然排 出例が多い.膀 胱結石は経尿道的手技が

的手技で結石捕獲術を行つたもの6例,膀 胱壁内結石 多 く用い られてい る.

で嵌頓状 のものに 尿管 口の電気切開を行ったもの5

例,入 院患者に対しア トニソ,塩 パパ(ま たはブスコ 参 考 文 献

パン)ク ールを行って排石したもの20例 であった.尿
1)稲 田:日 泌尿会誌,46:501,1955.

管結石の外絹 都 対して貯 ルペソ製剤・循環ホル2)高 橋
、曜 尿会誌,32、491,ユ942.

モソ剤等の長期投与と鎮痙鎮痛剤,尿 管蠕動剤,利 尿

灘瓢 譲灘 欝蒐鷺ii羅 熱}騰1㌦ ,
腺 結 石30例 中入 院4例 は 膀 胱 高 位切 開 に よっ て 別 出 皮 と泌

,25:615,1963.した
・膀 胱 結 石54例 帷 尿 道 的 手灘 よる もの21例 ・

6)ra-es,Pt,柳 原,平 位 、広 島 医 学,、 、,膀 胱切 石 術13例 であ
った 。

534,1958.

結 語7)道 中 ・宮 尾 ・ 平 川 鴻 田=泌m*己 要9=519・
1963.

昭 和34年 よ り39年 ま で の6年 間 の 広 大 泌 尿 器8)斉 藤i:日 泌 尿 会 誌52=295・1961・

科 外 来 を 訪 れ た 尿 石 症 患 者689名 に つ い て 統 計9)稲 田 ・大 森 ・ 仁 平:泌 尿 紀要 ・1:144・1950・

騰 を行な・た・ll:灘 懇 塁讐塁,灘 澱1959 .
1)頻 度 は外来患者 総数6・511名 に 対 し10・612)大 堀

,間 山,昆,上 原,古 谷野,神 崎=泌 尿

%で あった・ 紀要 ,9、388,1963.

2)年 令 分布は4才 か ら84才 まで で・20才 台13)名 和 田,江 間,麻 上:皮 と泌,25=345,1963.

に最 も多 く28.3%で あ つた.腎 結石 は30才 台,(1966年1月19日 受付)

尿 管結石 は20才 台,膀 胱結 石,前 立腺結石 は60




